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於 於 と

万葉して に  

集 大伴家持 天平 

鴈我祢波 都可比爾許牟等 佐和久良武 秋風左無美 曾乃可波能倍爾 雁 使がねは ひ

來 騷 秋風寒 川 上に むと くらむ みその の に

雁 使は いに として 來 鳴 騷 秋風 寒 川 岸ようと き いでいることであろう が いので その の で。 、

都可比爾 爾 万 

葉集 

安麻等夫也 可里乎都可比爾 衣弖之可母 奈良能彌夜故爾 許登都㝵夜良武 天飛ぶ

雁 使 得 奈良 都 言告 遣や を に てしかも の に げ らむ

日本書紀 於に  古代漢語

漢字 於

本稿 日本書紀 於  

日本書紀 助辭  介詞 于

于 於 日本書紀  

於

日本書紀 於  

于 於

於 築島裕

高木市之助外 萬葉集四 日本古典文學大系 岩波書店 東京 大意  

助辭于 用字法 日本書紀 中心 日本語文學 第 輯の について を に    



於

平安時代 於 にして

西宮一民において 古 

事記 於 於 於 

內田賢德 於

和化漢文 漢譯佛典 古事 

記 

西條勉 古事記 於  

小山登久

於

古事記 於  

於 日 

本書紀 於 

古事記 於  

於

日本書紀  

于 日本古典文學大系本 日本書紀  於

於 於 于

音假名

於

東京大學出版會 古今集假名序 漢文訓讀 平安時代 漢文訓讀語 硏究 東京大學出と の につきての  

版 東京

編者古事記學會 古事記 訓讀 古事記 言葉 古事記硏究大系 高科書店 東京の の  

前揭書 古事記 文の

西條勉 於 構文 表記史的位相 古事記 文字法 笠間書院 東京の とその の  

小山登久 上代資料 見 於 字 措辭 類型 見 文體 考察に える についてー の から た の

淸心女子大學紀要國語國文學編 第三卷第一號 年 月ノートルダム  

日本書紀 于 於  

坂本太郞外 日本書紀 日本古典文學大系 岩波書店 東京  
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因於海中 造八重蒼柴、 柴 此云府璽、 。 籬 蹈船枻、 船枻 此云浮那能倍、 。而避之 卷 神代下 第。

段 正文

伊奘諾尊 伊奘冉尊 立、 於天浮橋之上 共計曰 卷 神代上 第 段 正文、 、

於 狀語

在

於

遂乃立標而合戰 於是 百濟以鉾刺墮高麗勇士。 、 於馬斬首 卷 欽明紀 年 月。

從由

秋七月甲戌朔己卯 遣蘇我大臣稻目宿禰等、 於備前兒嶋郡置屯倉 卷 欽明紀 年 月。

到

於 日本書紀  

于

於

於

秋七月 倭國今來郡言、 、於五年春 川原民直宮、 、宮名。登樓騁望 乃見良駒 卷 欽明。 。

紀 年 月

然新羅人遮之於道而奪焉 其二國之怨 始起。 、 於是時也 卷 垂仁紀 年是歲。

自天皇卽位 至于是歲新羅國背誕 苞苴不入、 、 、於今八年 卷 雄略紀 年 月。

以難波屯倉與每郡钁丁 給貺宅媛 以示、 。 於後 式觀乎昔 卷 安閑紀 元年 月、 。

川原民直宮 樓

在

細注

。

。

。



於

任那 新羅

從

到至

於

六月 高麗大使謂副使等曰 磯城嶋天皇時 汝等違吾所議 被欺、 、 、 、 於他 妄分國調 輒與、 、

微者 卷 敏達紀 元年 月。

於

汝若無遣使來告 殆取蚩、 於天下 卷 繼體 元年正月。

大系本 汝若 使 遣 來 告 無 殆 天下 蚩し を して り すこと からましかば に に、

はれなまし 頭注 取蚩 取

小學館本 大系本 受身 助字の

取

於 爲 爲

所 見 被

郤克傷於矢流血及屨 左傳 成公之戰 通者常制人窮者常制。 於人。

筍子 榮辱 兩身爲宋國笑 韓非子 五蠹 嬴聞如姬父爲人所殺 史記。 。

魏公子列傳 吾長見笑於大方之家 莊子。 秋水 信而見疑 忠而被誇 能無怨

乎 史記 屈原賈生列傳

。

。

。

日本古典文學大系本 日本書紀 大系本  

前揭書

小島憲之外 日本書紀 新編日本古典文學全集 小學館 東京 小學館本  

安熙貞 古代日本語 用字法硏究  
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取

日本書紀 取 王海菜  

取 只是 僅

僅 於

蚩 取 蚩

給 使倭子連 連 未詳何姓人、 。奉八咫鏡於大伴大連、

而祈請曰 卷 雄略紀 年 月 冬十月己巳朔壬申 大伴室屋大連 率臣連等 奉、 、 、

璽於皇太子 卷 淸寧紀 卽位前紀 月 天豐財重日足姬天皇 初適。 、

於橘豐日天皇之孫高向王 而生漢皇子 卷 齊明紀 卽位前紀、 。

向 物部大連 方欲發向難波館 宣勅、 、 於

百濟客 卷 繼體紀 年 月 于時 霖也 素戔嗚尊 結束靑草 以爲笠蓑 而乞。 、 。 、 、 、

宿於衆神 卷 神代上。

對于

爰天皇愛兄媛篤溫淸之情 則謂之曰 爾不視二親 旣經多年 還欲定省、 、 、 。 、於理灼然 卷 應神。

紀 年 月

自天皇卽位 至于是歲新羅國背誕 苞苴不入 於今八年 而大懼中國之心 脩好、 、 、 。 、 於高麗 卷。

雄略紀 年 月

于 跟 同 時有八十萬神。

皆不得目勝相問 故特勅天鈿女曰 汝是目勝。 、 於人者 卷 神代下 八年春正月 太。 、

子妃春日皇女 晨朝晏出 有異、 、 於常 卷 繼體紀 年正月。

  

、 。

) 。

。

。 。 。

。 。

。 。

。



於

音假名 太子歌曰、於彌能姑能 耶賦能之魔柯、

枳 始陀騰餘瀰 那爲我與釐據魔 耶黎夢之魔柯枳 卷 武烈紀 卽位前紀、 、 、 。

細注

訓注 大日 貴 此云、 於保比屢咩能武智 卷 神代上 第五段 靇 此。 、

云於箇美 卷 神代上 第五段 大己貴 此云。 、 於褒婀娜武智 卷 神代上 第八段 碩。

田 此云、 於保岐陀 卷 景行紀 年 月 使主 此云。 、 於瀰 卷 顯宗紀 卽位前紀。

伐本截末 此云謨登岐利須衛、 於玆波羅比 卷 顯宗紀 卽位前紀 言。 於母亦兄、於吾亦

兄 此云、 於慕尼慕是 阿例尼慕是 卷 仁賢紀 年 月 老 此云、 。 、 於喩 卷 孝德紀。

白稚 年 月 倭文 此云之頭、 於利 卷 天武紀 年 月。

おろげ 乃遣佐伯造御室、更名、於閭礙喚馬子宿禰所供善信等尼。

卷 敏達紀 年 月 狐嚙斷於友郡役

丁所執葛末而去 卷 齊明紀 年是歲 郡おう。

出雲國 松江市 於 于

神名 答曰、於天事代於虛事代玉籤入彦嚴之事代

神 あめにことしろそらに 有之也 卷 仲哀ことしろたまくしいりびこいつのことしろのかみ 。

紀 年 月 訓假

名 于

於

於 于 洪成玉

于 和 於 在先秦是兩个略有區別的介詞 尙書 詩經 中多用 于 很少用 於。

左傳 中 于 於 幷存 而且兩者的使用頻率大致相當 戰國時期的著作 如。 、 。

孟子 庄子 等 基本上用 於 很少用 于 而且用 于 時一般都是引用 尙

書 詩經 中的原文 漢字簡化以后 兩者一律都寫成 于。 。

於 于 於 于

おろげ ろ げ

  

于 於 於
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在 方面 在 中

跟 同

因爲 由于 于時 於

是

別表 讚流通禮拜功德云 是法、 、 於諸法中 最爲殊勝 卷 欽明紀 年 月、 。

秋七月 飯豐皇女 於角刺宮 與夫初交 謂人曰 一知女道 又安可異、 、 、 。 、 。 。

終不願交於男 卷 淸寧 年 月。

屬此之時 天皇與大連 卒患、 、 於瘡 卷 敏達紀 年 月。

於是 素戔嗚尊請曰 吾今奉敎 將就根國 故欲暫向高天原 與姉相見而 後永、 、 、 。 、 、

退矣 卷 神代上 第 段 一書第 第 段 正文。

法

飯豊皇女

飯豊皇女

於

與夫初交 與

敏達天皇 任那 坂田耳子王

物部弓削守屋大連

痘瘡

於

患於瘡 かさやみた

於まふ に

かさにやみたまふ

於 成語 於是 ここに

。 。

。

。

。



於

天皇、於玆 執矛祈之曰 必遇其佳人 道路見瑞 卷 垂仁 年 月 詔曰 麻呂等、 、 、 。 、 、

少而閑雅寡欲 遂至。 於此 蔬食持戒 卷 持統 年正月、 。

於是 玆 此

於 日本書紀  

或本云 億計天皇之宮 有二所焉 一宮、 、 。 於川村 二宮、 於縮見高野 其殿柱至今未朽。 。 卷 仁賢 元年正月 夫君於

天地之間 而宰萬民者 不可獨制 卷 孝德 大化 年 月、 、 。

夫君於天地之間 而宰萬民者 而 於

夫 天地 間 君 万民 宰れ の に として を むるこ

於 夫 君 天地 間とは に れ は の にをりて

小學館本 天地 間 君主 万民そもそも の に として

治 君主 天地 間を めることは そもそも は の にいて

日本書紀  

於諸侯之約大王當王關中關中民咸知之 史記 淮陰侯列傳

吾欲取荊於將軍度用幾何人而足 資治通鑒秦紀二始皇帝二十一年

齊使管仲平戎於周 史記齊太公世家

按照諸侯之間的約定

於

依將軍您估計需要用多少人才够

於

齊國派遣管仲爲周王平定戒

管仲

於焉

。
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日本書紀  

二年秋七月壬辰朔 遣近江臣滿、 於東山道使 觀蝦夷國境 遣宍人臣鴈、 。 於東海道使 觀、

東方濱海諸國境 遣阿倍臣。 於北陸道使 觀越等諸國境 卷 崇峻紀 年 月、 。

於 東山道 東海道 北陸道

於

於

於 於

日本書紀 於  

に

由是 天皇恨欲捨、 於國位 令造宮於山碕 卷 孝德紀 白雉 年、 。

捨於國位 於 捨

於 於

于

欲捨 於

于

於



於

於

於

二年春正月癸巳朔己酉 立中蒂姬命爲皇后 甚寵也 初中蒂姬命 生眉輪王、 。 。 、 於大草香

皇子 卷 安康紀 年正月。

大系本 初 中蒂姬命 眉輪王 大草香皇子 生 小學め を に れませり、 。

館本 初 中蒂姬命 眉輪王 草香皇子 生 初 中蒂姬命 大草香皇子 間 眉輪め を に む め は との に、 、

王 生 於を んだ に と。

間との に

於

於に と

に

冬十月庚戌朔甲子 天皇勅大伴大連金村曰 朕納四妻 至今無嗣 萬歲之後 朕名絶、 、 、 。 、

矣 大伴伯父 今作何計 每念。 、 。 於玆 憂慮何已 卷 安閑紀 元年 月、 。

於 大系本 每 玆を つね に これ を

念 小學館本 玆 念 每 念ひ を ふ ごと に

念

每念 於玆憂慮 何已。

每

念於玆 憂慮何已、 。

於

史記 念  介詞
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於 を

に

是時 韓子宿禰 從後而射大磐宿禰鞍几後橋 大磐宿禰愕然反視、 、 。 、射墮韓子宿禰。於

中流而死 卷 雄略紀 年 月。

於 大系本 大磐宿禰 愕然 反 視きて りて、

韓子宿禰 射墮 中流 死 小學館本大磐宿禰 愕然 反 視 韓子宿て を しつ にして ぬ き り て、 。 。 、 、

禰 射墮 中流 死 韓子宿禰を す にして ぬ。 。

射墮 於 而死 射墮 死 而 於 而死

於 而死

韓子宿禰 射落 韓子宿禰 川 中 死を した は の で んだ。 。

是以 韓子宿禰等 竝轡而往 乃至於河 大磐宿禰 飮馬、 、 。 、 、 於河 卷 雄略紀 年 月。

小學館本 馬 河 飮 大系本 馬 河に に ふ に

水 飮 河 馬 水 飮の を ませた で に を ませた

其情不可知 如何久居一處 無以制變 乃徙營。 、 。 於別處 卷 神武紀 卽位前紀戊午年。

月

小學館本 乃 徙 別處 營ち うつ りて ことところ に いほり

大系本 乃 徙 別處 營したまふ ち す てて ことところ に いほり す

徙 棄うつる てる

徙 移 遷

徙

止 止 彳

爰日本武尊 則從上總轉 入陸奧國 時大鏡懸於王船 從海路廻、 、 。 、 於葦浦 卷 景行紀。

年

廻 於



於

葦浦

玉浦

於

に

日本書紀 於  

日本書紀 於  

于

於是

於是 於玆 於此 於焉

日本書紀 ・ ・  

於

于 於
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日本書紀  
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於

要 旨

本稿 日本書紀 於 意味論的 用法 分析 特徵 槪括的 檢討は における の な の とその を に したものであ、  

以下 合計 回 結果る に の を。 まとめてみる。

場所 用 例 計 回 發生場所 回 起点 回 終点 回 全体 約として いられた は で の、 、 、

占 時間 用 例 計 回 發生時間 回 起点 回 終点 回を める として いられた は である そし。 、 、 、 。

動作行爲 關係 用 例 計 回 動作行爲 主体者 回 動作行爲て と のあるもの として いられた は の、 、 、

被主体者 回 動作 及 有關對象 回 動作 關係 對象 回 約 占の の ぶ と のある で を める そ、 、 、 。

比較對象 表 例 回 音仮名 例 回 歌謠 回 訓注 回 人名 回 地名 回して を す が の が が、 、

見 于 見 用法られた ここまでは にも られる である。 。

於 固有 用法 訓仮名 回 動作 狀況 發生範囲 回 共同施行對象の の としては が の が が、 、 、

回 發生原因 回用 動詞 回 熟語 於是 回 於玆が いられた そして として として、 。 、 、 、 、

回 於此 回 於焉 回 見が られた、 、 。

一方 古代中國語 用 動作行爲 根據 意見 諮問 對象 動作 利益 受 對には いられる の や の の を ける、

象 用法 日本書紀 見 反面 誤用 回 古代中國語 存在 資格の は では られなかった と には しない  。 、

表 日本語的 用法 回 用 頻度率 過 周知 通 於を す な が いられたものの は に ぎないので の り、 、

古代中國語 用法 準 用 確認は の に じて いられたことが できた。

本稿 分析 行 于 今回 於 比較硏究 先行硏究 基は すでに を った と の との のための であり これらを に、 、

兩字 本格的 比較 行 予定して の な を う である、 。

於 用法 場所 時間 動作行爲 比較對象 訓仮名 發生範囲 發生原因キーワード の 、 、 、 、 、 、 、 、

共同施行對象 日本語的 用法な、
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